
２１

エシカル消費をはじめよう

エシカル消費とは「人や社会、環境に配慮した消費行動」のことです。

わたしたちの毎日の暮らしの中で、自分のことだけではなく、自分以外の人や社会、環境や未来のこと

を少し考えて、未来のことを考えた消費行動を心掛けることで、貧困や廃棄物処理など様々な問題の解

決に結びつけることができます。

生ごみの減量化に取り組みましょう
燃やすごみのうち、約４割は生ごみです。「３きり」運動を心がけましょう！

1. 使いきり

2. 食べきり

3. 水きり

はじめてみよう！エシカルな暮らし
エシカル消費とは？

３Ｒ（スリーアール）とは？

生ごみの減量化

食材を必要な分だけ購入し、無駄なく活用しましょう！
（例）出掛ける前に冷蔵庫をチェックして、計画的に買い物をする　など

料理は残さず、おいしく食べきりましょう！
（例）必要な量だけ作るようにし、残った料理はアレンジして食べる　など

生ごみの約８割は水分です。水分をしっかり切りましょう！
（例）水切りネットや電気式生ごみ処理機を活用する　など

燃やすごみ

３Rのメリット!
●もやすごみの減少
　　　⇓

　・処理コストの削減

　・ＣＯ２の排出削減

●もやさないごみの減少
　　　⇓

　・処理コストの削減

　・環境保全

　　（埋立量の削減）

ごみ袋代も節約！



２２

エシカル消費をはじめよう

市では生ごみ処理機の購入に対して補助を行っています。燃やすごみの多くを占める生ごみを減らすこ

とは、ごみの減量化の最良の方法であるうえ、ごみの腐敗臭や重いごみ運びからも解放されます。

生ごみ処理機には、下記のとおり種類がありますので、目的に合わせてお選びください。

※先着順のため、予算が無くなり次第終了となります。

■補助の要件及び補助対象容器など、詳細は市公式ホームページを確認するか生活環境課までお問

い合わせください。

日本では、食べられるのに捨てられる食品、いわゆる「食品ロス」が年間520万トン（R２年度実績）

発生しています。また、食品ロスの約半分は家庭から発生しており、日常の生活の中で少し意識し

て行動するだけで減らすことができるとても身近な問題です!!

お買い物で ご家庭で

もし、食べきれなかった場合は、他の料理に作り変えるなど、

献立や調理方法を工夫しましょう。詳しくはＱＲコードへ

　クックパッド消費者庁のキッチン（公式ページ）

生ごみ処理機の購入補助

種　　　類 メリット 補　助　率 上限金額等

◆生ごみ処理容器

　（コンポスター、EM容器など）

Æ微生物を活用し生ごみをた

い肥化する。

ごみは質の良いた

い肥として、家庭菜

園などに活用でき

ます。

■補助額上限

　　　　3,000円

■一世帯につき、

　５年間に２基まで

◆電気式生ごみ処理機

Æ生ごみの水分を蒸発させ、

ごみの減量化をする。

短時間で生ごみを

減らし、腐敗による

臭いを抑制できま

す。

購入価格（税込）の１/2

※100円未満は切り捨て

■補助額上限

　　    40,000円

■一世帯につき、

　５年間に１基まで

食品ロスの削減

①買い物前に、食材をチェック

・メモ書きやスマホで記録し、買い物時

の参考とする。

②必要な分だけ買う

・使う分・食べられる量だけ買う。

・まとめ買いを避け、必要な分だけ買っ

て、食べきる。

③期限表示を知って、賢く買う

・利用予定と照らして、期限表示を確認す

る。

・すぐ使う食品は、陳列棚の手前からとる。

①適切に保存する。

・食品に記載された保存方法に従って保

存する。

・野菜は、冷凍・乾燥などで下処理しス

トックする。

②食材を上手に使い切る

・残っている食材から使う。

・作り過ぎて残った料理は、リメイクレ

シピなどで工夫する。

③食べきれる量を作る

・体調や健康、家族の予定も配慮する。


